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News Release 

 

2026年 7月 2日 

 

関電不動産開発株式会社 

 

 

 

 

 

関電不動産開発株式会社（本社：大阪市、代表取締役社長：福本恵美）（以下、当社）は、脱炭

素社会の実現に向けた取組みの一環として、今後当社が計画する新築分譲マンション「シエリア」
※1および新築戸建住宅「シエリアガーデン」において、従来の ZEH 基準から断熱性能および省エ

ネルギー性能をさらに高めた新たな省エネルギー基準である「GX ZEH（ジーエックス・ゼッチ／

グリーン・トランスフォーメーション・ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）」基準を標準仕様と

することを決定しましたので、お知らせいたします。 

 

「GX ZEH」基準は、国が 2027年度より適用を予定している新たな省エネルギー基準であり、従

来の ZEH基準よりも一段と高い断熱性能・省エネルギー性能が求められるものです。 

当社はこれまで、2023年度以降新規に計画した全ての新築分譲マンション「シエリア」および

新築戸建住宅「シエリアガーデン」において ZEH 基準を標準仕様とし、ゼロカーボンの実現に向

けた取組みを積極的に推進してまいりました。こうした取組みをさらに進化させるべく、当社は

「GX ZEH」基準の適用開始に先駆け、2026年 7月以降に建築確認を取得する新築分譲マンション

「シエリア」および新築戸建住宅「シエリアガーデン」の標準仕様を原則、「GX ZEH」基準※2とい

たします。 

なお、当社初の「GX ZEH」基準対応物件は、大阪府吹田市で開発を進めている新築分譲マンシ

ョン「シエリアシティ吹田岸辺」となります。 

 

当社は今後も引き続きゼロカーボンに向けた取組みを推進し、環境に配慮したオール電化住宅

を提供することで、持続可能な未来の実現に貢献してまいります。 
 
 
※1 新築分譲マンション「シエリア」には、タワー型マンション「シエリアタワー」・大規模マンション「シエリアシティ」を

含みます。 
※2 新築分譲マンション「シエリア」においては、基本、住棟で GX ZEH-M Oriented以上、住戸で GX ZEH Oriented 以上の仕

様としますが、他社との共同事業、複合建物などを除きます。また、一部の物件、住棟、一部の住戸について、例外とな

る場合があります。新築戸建住宅「シエリアガーデン」においては、基本、GX ZEH 以上の仕様としますが、販売中の継続
団地や一部物件について、例外となる場合があります。 

 

■添付資料 

添付①：「GX ZEH」および「GX ZEH-M」について 
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新築分譲マンション「シエリア」・新築戸建住宅「シエリアガーデン」 

における「GX ZEH」基準の標準仕様化について 



「GX ZEH」および「GX ZEH-M」について

添付①



1「GX ZEH」および「GX ZEH-M」

■「GX ZEH」・「GX ZEH-M」のスケジュール
「GX ZEH」・「GX ZEH-M」は、2027年4月より適用開始が予定されています。
2027年度は、現行ZEHからGX ZEHへの移行期間として、基準が併用されますが、
新築において2028年度以降は「GX ZEH」・「GX ZEH-M」が完全運用されます。 
当社は、 「GX ZEH」・「GX ZEH-M」の概要が発表された2025年より、計画中プロジェクトにおいて
「GX ZEH」・「GX ZEH-M」基準を満たすべく検証を開始しました。

■「GX ZEH」・「GX ZEH-M」の概要
「GX ZEH」・「GX ZEH-M」は「グリーントランスフォーメーション ZEH」の略で、従来のZEHを一段引き上げた、新しい省エネ住宅の水準です。
国のカーボンニュートラル目標に合わせて、経済産業省が新たに定義したもので、2027年4月以降の新しい基準として使われます。

■ 「GX ZEH」・「GX ZEH-M」の概念
「GX ZEH」・「GX ZEH-M」は外皮の断熱性能等を大幅に向上させるとともに、高効率な設備システムの導入により、
室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現した上で、再生可能エネルギー等を導入することにより、
年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロとすることを目指した住宅です。

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 ～

「GX ZEH」
「GX ZEH-M」

現行ZEH・ZEH-M

当社対応検討 「GX ZEH」・「GX ZEH-M」

現行ZEH・ZEH-M
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集合住宅では、住棟単位（専有部及び共用部の両方を考慮）と
 住戸単位（各々の専有部のみを考慮）の両方の評価がある

「GX ZEH-M」基準：住棟単位（専有部と共用部の両方を考慮）
 ・断熱性能：当該住棟に含まれる各住戸の評価を行い、
 全ての住戸で基準を達成

 ・省エネ性能：共用部を含む当該住棟全体で基準を達成

「GX ZEH」基準 ： 住戸単位（各々の専有部のみを考慮）
 ・断熱性能：評価対象とする当該住戸で基準を達成

 ・省エネ性能：評価対象とする当該住戸で基準を達成

■集合住宅評価について

「GX ZEH」および「GX ZEH-M」
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■ ZEH ・ZEH-Mと「GX ZEH」・「GX ZEH-M」の比較

定義見直しのポイント ZEH・ZEH-M 「GX ZEH」・「GX ZEH-M」

断熱性能 断熱性能の基準を引き上げ 断熱等級５ 断熱等級６

一次エネルギー消費量削減率
（省エネのみ）

省エネ率の基準を引き上げ 20％ 35％

設備要件 戸建
再エネ自家消費促進のため、

戸建のエネマネ設備、蓄電池の設置
を必須化

－ 高度エネマネ・蓄電池

再エネ要件
（省エネ率＋再エネ率）

戸建

再エネ普及促進のため、省エネ率と
再エネ率が共に高水準となる

上位シリーズを追加

『ZEH』：100％
Nearly ZEH：75％

GX ZEH＋：115％
GX ZEH：100％

Nearly GX ZEH：75％

集合
『ZEH-M』：100％

Nearly ZEH-M：75％
ZEH-M Ready：50％

GX ZEH-M＋：115％
GX ZEH-M：100％

Nearly GX ZEH-M：75％
GX ZEH-M Ready：50％

Oriented
（再エネ無し）
適用条件

戸建

気象条件や建築地特有の制約等に
ついて、利用実態を踏まえた見直し

多雪地域（積雪100cm以上）
都市部狭小地

多雪地域（積雪100cm以上）
都市部狭小地

集合 －
多雪地域（積雪100cm以上）

高層（6層）以上

「GX ZEH」および「GX ZEH-M」
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■ 「GX ZEH」・「GX ZEH-M」の定義

※2030年度まで例外規定あり
（全住戸の平均値が断熱性能６の基準を満たすこと）

断熱性能
一次エネルギー消費量削減率

その他要件
省エネのみ 再エネ含む

戸建

GX ZEH＋

断熱等級６ 35％

115％以上

高度エネマネ ※１
定置用蓄電池 ※２

GX ZEH 100%以上 115％未満

Nearly GX ZEH 75%以上 100％未満

GX ZEH Oriented －
高度エネマネ ※１
多雪地域、または
都市部狭小地

集
合
住
宅

住棟

GX ZEH-M＋

断熱等級６ 35％

115％以上

（住棟の評価方法）
・断熱性能：全ての住戸 ※３
・一次エネルギー削減率：共用部を含む住棟全体

GX ZEH-M 100%以上 115％未満

Nearly GX ZEH-M 75%以上 100％未満

GX ZEH-M Ready 50%以上 75％未満

GX ZEH-M Oriented －

住戸

GX ZEH＋

断熱等級６ 35％

115％以上

－

GX ZEH 100%以上 115％未満

Nearly GX ZEH 75%以上 100％未満

GX ZEH Ready 50%以上 75％未満

GX ZEH Oriented －

※１ 高度エネルギーマネジメント
・エネルギー計測装置（HEMS）により、再生可能エネルギーの発電量等を把握した上で、住宅内の冷暖房設備、給湯設備等を制御可能であること。
・蓄電池の充電量・放電量を制御できること。（GX ZEH Orientedを除く）

※２ 定置用蓄電池
・高度エネルギーマネジメントによって蓄電池の充電量・放電量が制御できること。

※３ 集合住宅の例外規定（最長2030年までの措置）
・角住戸に限り断熱性能等級５以上とすることを認める。
ただし、その場合にあっては、全住戸の断熱性能の平均値が断熱等級６の基準値を満たすことを条件とする。

Orientedの対象：多雪地域、
または住宅用途部分が6層以上

「GX ZEH」および「GX ZEH-M」
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ＬＤ

キッチン
ＵＢ 洗面室 洋室

洋室洋室

ＭＢ

（プランイメージ）

トイレ
窓

複層ガラス
または

Low-E
複層ガラス

外壁

断熱材の
厚みや

高性能製品
への変更

水栓

節湯性能向上

浴室換気

高性能化

高性能
エアコン

※条件により
設置

〇断熱等級６ ⇒ 断熱性能を上げる
外壁や屋上、最下階の床などの断熱性能を上げる
・断熱材を厚くする、断熱範囲を広げる、断熱性能が高い製品に変更する
窓の断熱性能を上げる
・複層ガラスやさらに性能の高いLow-Ｅ複層ガラスを採用する

〇一次エネルギー消費量削減率35% ⇒ 削減率の高い機器を導入する
設備機器の高性能化 ⇒ 水栓、給湯・給水方式、換気設備等を高性能化する
高性能エアコン、ＨＰ式床暖房を採用する

給水・給湯

ヘッダー方式
採用

エコキュート
（オール電化）

高効率給湯器
タンク容量

300L

「GX ZEH」に対する取り組み



6「GX ZEH」および「GX ZEH-Ｍ」基準対応物件

当社初の「GX ZEH」・「GX ZEH-M」基準対応物件

物件名 シエリアシティ吹田岸辺

所在地 大阪府吹田市岸部南一丁目

構造・規模 鉄筋コンクリート造・地上14階

総戸数 492戸

種別 GX ZEH-M Oriented基準達成 GX ZEH Oriented基準達成

BELS取得日 2026年4月10日

「GX ZEH」・「GX ZEH-M」基準対応 第2号物件

物件名 シエリア西明石駅前

所在地 兵庫県明石市西明石南町２丁目

構造・規模 鉄筋コンクリート造・地上13階

総戸数 48戸

種別
GX ZEH-M Oriented基準達成
GX ZEH Oriented基準達成

BELS取得日 2026年6月23日

「GX ZEH」・「GX ZEH-M」基準対応 第3号物件

物件名 シエリア守口

所在地 大阪府守口市日向町

構造・規模 鉄筋コンクリート造・地上15階

総戸数 53戸

種別
GX ZEH-M Oriented基準達成
GX ZEH Oriented基準達成

BELS取得日 2026年6月26日
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